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77歳,男性.9年前に施行したTUR-Pと3年前に施行し
た前立腺生検ではいずれも癌を認めず.体重減少の精査で
測定したPSAが3,645 ng/mlと著明に上昇あり,貧血と
DIC傾向もあり当科紹介となった.直腸診及びTRUSで
所見を認めず,生検前に施行したMRIでも右尖部腹側と
右精囊付着部に小病変を認めるのみであった.MRIにて所
見を認めた部位を重点的に生検施行し,GS4＋4＝8,前立腺
癌T3bN0M1bの診断となりDegarelixとBicalutamideに
よるCAB療法を開始した.以降は外来にて治療継続中で
ある.当院で2004年より経験したPSA＞1,000 ng/mlの症
例のデータと本症例とを比較・検討を行い,また若干の文
献的考察を加え報告する.
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